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I-10 床 ロエ群 を有するた汽河サ||の帰沢め上 |ミ関する研究

(長野県衣間力卿|1流路工棟型夫′瞼)

信‖1人チエケ辛P 正 員 ○ 佐々本へ′P

憬斤県 土 木チP 工 員  F・7座上tFT=

信ll大学ェす子P工 員  事 問 考 た'

衣間瀬′|十六ル辞ユ|` その整な たる床□工群「よつて河床勾回こと緩和 し(2夕 と %3F)′

渓床 を□えし常水謄Z維持しその効矛 2発揮 し 我 国rミおけるすチ代表 として著率 である。

しかるところ 五 4黎うましからぬ帰流の発生が顕著となり 木 衣路工護井溢六成えの原因

となっている。筆者等は 〔A〕その働沢機構の解杵′〔B〕帰流疹上の施設方法 の 2項 目Z渇

げ 床 ロエ群 と右する模型水′各Z作 つて,ま ずい〕のための失,験的考察 とイi, ,ヽこ れZ基 |ミ

して〔B〕|こrこ・ヽするオ案を講 じ′最b効 果ある●上施設ナ1定の「こめの史//1′0資料 Z tt κとし

た。 こ のため使用せる水瞬知ま 縮 尺維桜 とも卜現IP_の%ο とし 候 さ %夜′中 θ夕π′

床固工間隔 ′θz′段洛 /θ″ノ初土 θ/2π′水盪 中 θ″′′う可床勾ρ乙ち ′ 敷 ル
｀
粒径

Oθ～ ∫″″ (3種 )ζある。

(考  察 )“ 〕 (r)この帰流 ば′上 流 より上沙汽 下'さ 沢蕗工 に見られる特殊 の形焦 を

右 する沢 れであ る。 こイtと決象 の要イi流 とlX別したいルめに 猶 'へεん″ ―
ル ″ `仮称 )と

嬌 ィ寸けた。 こ れ と現地 のそれ に対で すると′ さわめ て相似 ていることを知 フた。 (2)狛ス

の型 ZO型 と′型 と|こ大Fllす0(図 一 ア(Cり冬照 )。 そのT多能は 額 の整 なりの,oくそあ

る。そ の顔 の結 び 日は 段 落=Pと一
歿 し不動 であ る。 (3'拶六 の発生 と関係象 ろfll ]テ

は  ィ )段 ス  (口)円 徊  ● う ス ル の供給  の 3者 と考祭 した。 の -00ノ θ

の組合わせの変に 1意 流 下土ル の体分 ～ 絞 虫 め月ス動 とバ ランス した変イ色となつて現われ

る0の と解示 し「・ (5)流路工への准″ の増大は 」 型沢 の発生 を減少 し′ θ型ス のそネ

と増大するで口く そ。あ る.

●

衣
‐
耐麟1'

16-1




